
拒絶理由通知

商標の起案

この間の手続きフローはこちら

商標の起案～設定登録までの手続フロー

商標登録出願

拒絶査定

拒絶査定確定

※指定商品(役務)と商標を特定する
   ために必要な書類(願書)を作成し、
   提出します。

審理

拒絶査定
不服審判請求

登録査定

拒絶審決

審決取消訴訟

登録審決

登録料納付

設定登録

商標権発生

実体審査

意見書・補正書

放置

拒絶審決確定
放置

※審査官が拒絶すべきと
   判断した場合、その理由が
   通知されます。

※拒絶理由の判断に
   不服がある場合
   意見書、補正書を提出
   します。

※審査官が意見書等を考慮しても
　　拒絶理由が解消していないと
　　判断した場合、拒絶審査となります

※審査官が拒絶理由を
   発見しなかった場合
   又は意見書等により
   拒絶理由が解消したと
   判断した場合に
   登録査定となります

※登録査定又は登録審決
   から所定期間内に
   登録料を納付します。

※登録料は全期(10年分)を
   基本としますが
   半期(5年分)とする
   こともできます。

※審判官が拒絶理由が
   解消したと判断した場合は登録審決、
   そうでない場合は拒絶審決に
   なります。

※拒絶審決に不服がある場合、
   審決取消訴訟を提起することができます。

http://s-c-ip.com/wp/wp-content/uploads/2016/02/C41.pdf

